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日本株週報 · 2026年第40週（9/28〜10/2）

日経平均は2.9%高、TOPIXは
0.9%安、NT倍率は16.70倍に上昇
指数の上昇は半導体株に集中し、多く
の業種と主力大型株は下落
今週の取引日は5日。9月30日は米半導体株高を受けて買いが優勢となり、10月
1日朝には米マイクロン・テクノロジーが市場予想を上回る決算と見通しを発表
した。日経平均はこの2日間で3475円上昇し、週間では1945円（2.9%）高の6
万8309円46銭で終えた。アドバンテストは13.6%高、東京エレクトロンは
7.0%高。一方、TOPIXは4091.00と0.9%下落し（JPX の指数終値。1306 ETF
はほぼ横ばい）、NT倍率は16.07倍から16.70倍に上昇した。日銀が1日に公表
した短観では、大企業製造業DIが6四半期連続で改善し+24となった。日米10
年金利差は5bp拡大したが、円は対ドルで0.6%上昇し157円93銭で週を終え
た。

日経平均株価
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-0.0%
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今週の要点

日経平均がTOPIXを3.8ポイント上回り、マイクロン決算で半導体株が上昇

日経平均は6万6364円20銭から6万8309円46銭へ1945円（2.9%）上昇した。TOPIXは
4128.59から4091.00へ0.9%下落した（日経・25日終値、日経・2日終値）。差は3.8ポ
イントで、NT倍率は16.07倍から16.70倍に上昇した。

上昇は9月30日と10月1日に集中した。30日は米半導体株高を受け、日経平均は1272円

（1.9%）高。1日朝には米マイクロン・テクノロジーが6〜8月期の売上高542億ドル、次
の四半期の売上高見通し約615億ドルを発表し、いずれも市場予想を上回った（マイクロ
ン発表）。同日の日経平均は2203円（3.3%）高となったが、TOPIXの上昇率は0.6%にと

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFL250I60V20C26A9000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUB01965TR01C26A0000000/
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/09/30/3372366/14450/en/micron-technology-inc-reports-record-fiscal-fourth-quarter-and-full-year-2026-results.html
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/09/30/3372366/14450/en/micron-technology-inc-reports-record-fiscal-fourth-quarter-and-full-year-2026-results.html
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どまった（財経新聞）。アドバンテストは約9.8%上昇し、1銘柄で日経平均を700円以上
押し上げた（OANDA）。週間ではアドバンテストが13.6%高、東京エレクトロンが7.0%
高、ファーストリテイリングが4.6%高。
市場の広がりは乏しい。2日の日経平均は647円安で、プライム市場の値下がり銘柄は
84.1%に達した（財経新聞）。29日は3月期決算企業の中間配当の権利落ち日で、配当落
ちによる日経平均の下押しは約380円とされる（財経新聞）。同日のTOPIXは1.72%下落
した（日経）。日経平均は株価平均型のため、値がさの半導体株の影響はTOPIXでの時価

総額比率よりはるかに大きく、今週の日経平均の上昇は市場全体の動きを反映していな

い。

短観の大企業製造業DIは+24に改善、日米金利差は拡大したが円はやや上昇

日銀が10月1日に公表した9月短観では、大企業製造業の業況判断DIが6月の+22から+24
に改善した。改善は6四半期連続だが、市場予想（+25）をやや下回った。大企業非製造
業は+37から+35に低下した。12月までの先行きはそれぞれ+21、+30。大企業の2026年
度設備投資計画は前年度比11.3%増で、全規模・全産業の想定為替レートは1ドル＝154

円23銭と6月調査の152円57銭から円安方向に修正された（日銀・短観要旨、
OANDA）。2日発表の9月の東京都区部消費者物価指数（生鮮食品を除く総合）は前年同
月比2.7%上昇し、市場予想の2.4%を上回った。2%を超えるのは8カ月ぶりである（日
経）。

国債利回りの変化は小幅であった（財務省データは1日まで）。2年債利回りは28日に

1.981%と、日経によれば約31年ぶりの水準に上昇した後に低下し（日経）、週間では
0.9bp低下の1.939%。10年債は2.1bp上昇の3.092%。米10年債利回りは7bp上昇の
5.24%（FRED、1日）で、日米10年金利差は210bpから215bpに拡大した。

金利差が拡大する中でも円はやや上昇した。ドル円は158円81銭から157円93銭に下落
し、円は対ドルで0.6%、対ユーロで1.7%上昇した。日経によると、FRB のジェファーソ

ン副議長が1日に次の政策判断には「もう少し時間がかかるかもしれない」と述べ、早期
の追加利上げ観測が後退した。東京都区部CPIの上振れも日銀の追加利上げ観測を支え
た。日銀が1日に公表した9月会合の「主な意見」には、景気の下振れより物価の上振れ
が気になるとの意見があった（日銀）。今週の円相場は、金利差の水準よりも両国の政策

見通しの変化を反映したとみられる（推測）。

資源・医薬品・不動産が下落、海外投資家は3週連続の売り越し

TOPIX-17業種別 ETF で上昇したのは5業種のみ。鉄鋼・非鉄が6.1%高、電機・精密が

3.4%高、機械が1.4%高となる一方、エネルギー資源は4.2%安、医薬品は3.7%安、不動
産は3.4%安、運輸・物流は3.4%安、自動車・輸送機は2.7%安だった。2日は東証33業種
のうち非鉄金属、鉱業、石油・石炭製品、海運の4業種だけが上昇し、原油高はそれ以外
の業種には業績と金利の両面で重荷と受け止められた（TBL）。主力大型株では三菱UFJ
FG（4.6%安）、トヨタ自動車（4.4%安）、三菱商事（3.4%安）、三井物産（3.3%安）

の下落が目立つ。いずれも配当落ち調整前の株価で、29日の権利落ちの影響を含む。

JPX の投資部門別売買状況は9月24〜25日の週（取引日2日）が最新で、今週分は未公表
である。同週、海外投資家は930億円の売り越しで、3週連続の売り越しとなった。株探
の報道とも一致する（株探）。信託銀行は3673億円の売り越し。事業法人は1340億円の
売り越しで、表中の6週で初めての売り越しとなった。個人は86億円の売り越しであっ

た。

今週の日本株の上昇は一部の半導体株に集中し、TOPIXと多くの業種は下落
して、市場の広がりは前週より縮小した。

https://www.zaikei.co.jp/article/20261001/871964.html
https://www.oanda.jp/lab-education/market_news/mn_1036848_202610011755/
https://www.zaikei.co.jp/article/20261002/872176.html
https://www.zaikei.co.jp/article/20260929/871619.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFL294ND0Z20C26A9000000/
https://www.boj.or.jp/statistics/tk/yoshi/tk2609.htm
https://www.oanda.jp/lab-education/market_news/tankan-sep-2026-review/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA0147D0R01C26A0000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA0147D0R01C26A0000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFL284LB0Y6A920C2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFL0217A0S6A001C2000000/
https://www.boj.or.jp/mopo/mpmsche_minu/opinion_2026/opi260918.pdf
https://tbladvisory.com/20261002nk/
https://finance.yahoo.co.jp/news/detail/8a95d2e302698b0ee07b3a1845ad8bf99db0c8cb
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市場動向

直近4週間の日次推移（9/4終値＝100） 日経平均株価 TOPIX（東証株価指数）（1306 ETF） 東証グロース市場250（2516 ETF）
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指数 週間 1カ月 年初来 終値

日経平均株価 +2.9% +6.2% +35.7% 68,309.46

TOPIX（東証株価指数）（1306 ETF） -0.0% +1.3% +20.2% 430.20

JPX日経インデックス400（1591 ETF） -0.2% +0.5% +20.3% 37,120.00

東証グロース市場250（2516 ETF） -0.9% +1.7% +19.1% 630.00

ETF と表記した行は指数の代わりに ETF を使用（Yahoo!ファイナンスに指数データがないた
め）。終値は ETF の価格。

TOPIX-17業種の週間騰落

+6.1% +3.4% +1.4% +0.7% +0.0% -0.1%

-0.7% -1.0% -1.4% -2.0% -2.1% -2.2%

-2.7% -3.4% -3.4% -3.7% -4.2%

NEXT FUNDS TOPIX-17 業種別 ETF（1617〜1633）で代替。売買の少ない ETF は指数と多少乖
離することがある。

主力大型株 週間 1カ月 年初来 終値

アドバンテスト（6857） +13.6% +18.7% +96.7% 38,630円

東京エレクトロン（8035） +7.0% +13.9% +76.3% 12,100円

ファーストリテイリング（9983） +4.6% +1.9% +26.0% 71,770円

ソフトバンクグループ（9984） +2.6% +28.1% +43.4% 6,310円

リクルートHD（6098） +2.1% +2.0% +88.6% 16,685円

ソニーグループ（6758） +1.2% -4.3% -6.7% 3,753円

キーエンス（6861） +0.8% +2.9% +41.6% 80,270円

日立製作所（6501） -0.3% +3.5% +12.6% 5,522円

任天堂（7974） -3.1% -11.0% -25.9% 7,849円

三井物産（8031） -3.3% -4.2% +5.6% 4,902円

鉄鋼・非鉄

年初来 +51.0%

電機・精密

年初来 +38.0%

機械

年初来 +16.3%

素材・化学

年初来 +18.9%

建設・資材

年初来 +3.7%

小売

年初来 -2.3%

情報通信・サービスその
他

年初来 +15.3%

食品

年初来 +14.5%

銀行

年初来 +46.9%

金融（除く銀行）

年初来 +23.2%

商社・卸売

年初来 +18.2%

電力・ガス

年初来 +6.3%

自動車・輸送機

年初来 -7.3%

運輸・物流

年初来 +1.7%

不動産

年初来 -11.0%

医薬品

年初来 -0.3%

エネルギー資源

年初来 +19.8%
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主力大型株 週間 1カ月 年初来 終値

三菱商事（8058） -3.4% -3.4% +30.9% 4,694円

トヨタ自動車（7203） -4.4% -8.8% -14.9% 2,856円

三菱UFJ FG（8306） -4.6% -3.8% +42.2% 3,544円株価騰落率（配当は含まない）。

TOPIX-17業種では、鉄鋼・非鉄（6.1%高）、電機・精密（3.4%高）、機械（1.4%高）
が上昇を主導し、素材・化学（0.7%高）と建設・資材（0.0%高）は小幅高。エネルギー

資源（4.2%安）、医薬品（3.7%安）、不動産（3.4%安）、運輸・物流（3.4%安）、自
動車・輸送機（2.7%安）が下落率上位で、銀行は1.4%安だった。

主力大型株13銘柄のうち7銘柄が上昇、6銘柄が下落した。アドバンテストと東京エレク
トロンの年初来上昇率はそれぞれ96.7%、76.3%。任天堂は年初来25.9%安、トヨタ自動
車は14.9%安。日経平均の年初来上昇率35.7%に対し、TOPIX の1306 ETF は20.2%であ

る。

TOPIX の計測方法について：表中の1306 ETF は今週ほぼ横ばい（0.02%安）だったが、
TOPIX は0.91%下落した。差は主に29日の権利落ち日に生じ、同日のTOPIXは1.72%
安、1306 ETF は0.65%安だった。ETF の基準価額は未収配当金を含み、構成銘柄の配当
落ちでは下がらないとみられる（推測）。このため今週は TOPIX、JPX日経400、グロー

ス250、各業種の ETF の騰落率が対応する価格指数を上回っている。本文の TOPIX の水
準と騰落率は JPX の指数終値、表とグラフは ETF の価格を用いた。

03

金利・為替

中央銀行 政策金利 直近の決定 次回会合

日本銀行 1.25% 9/18 に0.25%利上げ（賛成7・反対2）、9/24 から適用 10/29〜30

FRB 3.75〜4.00% 9/16 に0.25%利上げ（全会一致 12対0） 10/27〜28

日銀と FRB の公表文より。発行時に確認。

利回り 週末値 週間変化 年初来

2年債 1.939% -1bp +77bp

5年債 2.407% -2bp +84bp

10年債 3.092% +2bp +103bp

30年債 4.122% +1bp +77bp

米10年債 5.24% +7bp –

日米10年金利差 215bp +5bp –

日本国債：財務省公表の国債金利（2026-09-25〜2026-10-01）、年初来の基準は2025-12-
30。米国債：FRED。
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国債利回り曲線 今週（10/1） 前週（9/25） 前年末（2025-12-30）
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為替 週末値 週間変化 円の週間騰落 円の年初来

ドル/円 157.93 -0.6% +0.6% -1.0%

ユーロ/円 177.62 -1.7% +1.7% +3.4%

人民元/円 23.55 -0.5% +0.5% -5.1%

レートの上昇は円安。「円」の列は各通貨に対する円の騰落で、プラスは円高。Yahoo!ファイ
ナンスの日次終値。

国債利回り曲線は小幅にスティープ化した。2年債と5年債の利回りはそれぞれ0.9bp、
1.6bp低下し、10年債と20年債は2.1bp、2.7bp上昇、30年債は1.0bp上昇した。2年債利
回りは28日に1.981%を付けた後に低下し、10年債は3.092%と前年末比103bp高い。財

務省の2日分は未公表のため、表は1日までである。

日米10年金利差は210bpから215bpに拡大したが、円はドル、ユーロ、人民元のいずれに
対してもやや上昇した。日経平均VIは20.30から22.58に上昇し、29日には27.74を付け
た。次回会合は日銀が10月29〜30日、FRB が10月27〜28日。それまでに公表される米
CPIと日本の物価指標が、両国の利上げ観測と円相場を左右するとみられる（推測）。
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投資部門別売買動向

投資部門別の週間差引き（東京・名古屋二市場、株式） 海外投資家 個人 信託銀行 事業法人

-10k

-5k

0

5k

10k

億円

8/17–8/21 8/24–8/28 8/31–9/4 9/7–9/11 9/14–9/18 9/24–9/25

-86 個人

-930 海外投資家

-1,340 事業法人
-3,673 信託銀行

最新は9/24〜9/25の週（今週分は JPX 未公表）。単位は億円、プラスは買い越し。

週 海外投資家 個人 信託銀行 事業法人

8/17–8/21 -4,378億円 +6,978億円 -5,083億円 +1,778億円

8/24–8/28 -1,319億円 -1,156億円 -1,916億円 +2,125億円

8/31–9/4 +6,893億円 -19億円 -4,469億円 +2,780億円

9/7–9/11 -3,037億円 +4,491億円 -5,507億円 +674億円

9/14–9/18 -6,425億円 -3,117億円 -2,943億円 +1,663億円

9/24–9/25 -930億円 -86億円 -3,673億円 -1,340億円

出典：JPX「投資部門別 株式売買状況」（週間、二市場計、買い−売り）。海外投資家は法
人・個人の合計、個人は現金・信用の合計。

今週（9月28日〜10月2日）分は通常、翌週第4営業日（10月8日）に公表されるため、

本節の最新週は9月24〜25日（取引日2日）である。表中の6週で海外投資家は5週売り越
し、累計9196億円の売り越し。信託銀行は6週すべて売り越しで累計2兆3591億円とな
り、株価上昇後の年金のリバランスを反映している可能性がある（推測）。個人は累計

7091億円の買い越し。事業法人は累計7679億円の買い越しだが、9月24〜25日の週は
1340億円の売り越しに転じた。中間配当の権利落ちを前にした持ち高調整の可能性があ

る（推測）。

05

カバレッジ銘柄

銘柄 当社レーティング 週間 対日経平均 年初来

三井物産（8031） 中立 -3.3% -6.3% +5.6%

三井物産は今週3.3%下落し、日経平均を6.3ポイント下回った。三菱商事は3.4%安、商
社・卸売の業種別 ETF は2.1%安。29日は中間配当の権利落ち日で、三井物産は同日

3.8%下落した。週間騰落率は配当落ち調整前の株価によるもので、権利落ちの影響を含
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む。年初来では三井物産が5.6%高、三菱商事が30.9%高。当社の三井物産に対するレー
ティングは中立である（レポート）。

06

来週の注目材料

日付 イベント 注目点

10/5 米9月 ISM 非製造業景況指数（23:00） 8月は55.4、価格指数は72.6。サービス価格の動向は FRB

10/6 植田日銀総裁が全国証券大会であいさつ（15:35） 10月29〜30日の会合に向けた発言に注目。9月の東京都区

10/8 FOMC 議事要旨（9月会合分、3:00） FRB は9月に12対0で3.75〜4.00%へ利上げした。10月の

10/8 日銀・地域経済報告（さくらレポート、14:00）、ファーストリテイリング通期決算 さくらレポートは各地域の企業が利上げや原油高をどう受

10/9 8月家計調査（8:30）、安川電機の上期決算 7月の消費支出は前年同月比3.6%減。安川電機は国内の決

10/14 米9月消費者物価指数（21:30） 公表は再来週（12日はスポーツの日で東京市場は休場）。

時刻は日本時間。

07

データの定義と出典

週間騰落率 ＝ 今週最終取引日の終値 ÷ 前週最終取引日の終値 − 1（2026-09-28〜2026-
10-02）。配当落ち調整をしない終値（株価の騰落のみ）。

株価・為替は Yahoo!ファイナンス（遅延あり）。同サイトにない指数は ETF で代替：
TOPIX（東証株価指数） → NEXT FUNDS TOPIX 連動型上場投信（1306）、JPX日経インデ
ックス400 → NEXT FUNDS JPX日経インデックス400連動型（1591）、東証グロース市場
250 → 東証グロース市場250指数連動型 ETF（2516）。業種は NEXT FUNDS TOPIX-17 業
種別 ETF。

国債利回りは財務省「国債金利情報」（日次）、米10年債は FRED。

投資部門別売買は JPX「投資部門別 株式売買状況」（週間、二市場計）で、通常は翌週第
4営業日に公表。

日銀と FRB の政策金利・会合日程は両中銀の公表文より。

データに関する補足：TOPIX の水準（9/25 4128.59、9/28 4112.00、9/29 4041.13、10/1
4131.98、10/2 4091.00）は下記の報道による。国債利回りは10月1日まで（財務省の2日分は
未公表）、米10年債（FRED）も10月1日まで。

今週の引用資料：

日経：日経平均終値647円安、金利高が重荷（2026-10-02）

財経新聞：2日の市況、財経新聞：日経VI（2026-10-02）

TBL：日経平均の概況（10月2日）

財経新聞：1日大引け、日経平均2203円高、OANDA：日経平均サマリー（1日）

マイクロン・テクノロジー：2026年度第4四半期決算（2026-09-30）

日経：29日大引け、米株安や配当落ちが重荷、財経新聞：29日の市況

日経：28日大引け、6日ぶり反落、日経：25日大引け

日本銀行：短観（要旨）2026年9月、OANDA：9月短観の結果と予想

日本銀行：金融政策決定会合における主な意見（9月会合分、2026-10-01）

日経：東京23区の消費者物価指数、9月2.7%上昇

日経：外為17時、円相場は反発し157円台後半（2026-10-02）

株探：投資部門別売買動向（9月第4週、2026-10-01）、JPX：投資部門別 株式売買状況

財務省：国債金利情報、FRED：米10年債利回り

https://alphascope.cc/ja/reports/2026-09-30-8031-t
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUB01965TR01C26A0000000/
https://www.zaikei.co.jp/article/20261002/872176.html
https://www.zaikei.co.jp/article/20261002/872182.html
https://tbladvisory.com/20261002nk/
https://www.zaikei.co.jp/article/20261001/871964.html
https://www.oanda.jp/lab-education/market_news/mn_1036848_202610011755/
https://www.globenewswire.com/news-release/2026/09/30/3372366/14450/en/micron-technology-inc-reports-record-fiscal-fourth-quarter-and-full-year-2026-results.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFL294ND0Z20C26A9000000/
https://www.zaikei.co.jp/article/20260929/871619.html
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFL284LB0Y6A920C2000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFL250I60V20C26A9000000/
https://www.boj.or.jp/statistics/tk/yoshi/tk2609.htm
https://www.oanda.jp/lab-education/market_news/tankan-sep-2026-review/
https://www.boj.or.jp/mopo/mpmsche_minu/opinion_2026/opi260918.pdf
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUA0147D0R01C26A0000000/
https://www.nikkei.com/article/DGXZQOFL0217A0S6A001C2000000/
https://finance.yahoo.co.jp/news/detail/8a95d2e302698b0ee07b3a1845ad8bf99db0c8cb
https://www.jpx.co.jp/markets/statistics-equities/investor-type/index.html
https://www.mof.go.jp/jgbs/reference/interest_rate/index.htm
https://fred.stlouisfed.org/series/DGS10
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日本銀行：金融市場調節方針の変更について（2026-09-18）、FRB：FOMC 声明（2026-
09-16）

日本銀行：公表予定、日本銀行：金融政策決定会合の運営、FRB：会合日程、BLS：CPI 公
表予定

ファーストリテイリング IR カレンダー、安川電機 IR カレンダー

本週報は公開市場データに基づくリサーチ資料であり、一般の読者を対象としている。個人の財務状況を考

慮したものではなく、投資助言を構成するものではない。データには遅延があり、原資料の数値が優先され

る。

データ時点 2026-10-02 · 雅虎财经（行情、汇率）；财务省（日本国债收益率）；JPX（投资者类别买卖）；FRED（美债收益
率）；日银、美联储公告

AlphaScope · alphascope.cc/ja/reports/jp-weekly-2026-w40 · 2026-10-03 作成

財務データは SEC EDGAR の原資料に基づく。株価データには遅延があり、出典は各レポートに記載している。

レーティングはすべての読者を対象とするリサーチ上の見解であり、特定の個人に対する売買の推奨ではない。投資にはリスクが伴う。

投資判断は読者自身の責任において行われたい。

https://www.boj.or.jp/mopo/mpmdeci/mpr_2026/k260918a.pdf
https://www.federalreserve.gov/newsevents/pressreleases/monetary20260916a.htm
https://www.federalreserve.gov/newsevents/pressreleases/monetary20260916a.htm
https://www.boj.or.jp/about/calendar/index.htm
https://www.boj.or.jp/mopo/mpmsche_minu/index.htm
https://www.federalreserve.gov/monetarypolicy/fomccalendars.htm
https://www.bls.gov/schedule/news_release/cpi.htm
https://www.bls.gov/schedule/news_release/cpi.htm
https://www.fastretailing.com/jp/ir/calendar/
https://www.yaskawa.co.jp/ir/calendar

